
１　現状

 (1) 職種ごとの人数・平均給与・平均年齢等のデータ及び民間従業員のデータ

人 歳 円 円 — 歳 円 —

人 歳 円 円 歳 円 0.89

人 歳 円 円 歳 円 1.26

人 歳 円 円 — 歳 円 —

※「平均給料月額」とは、平成１９年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当などの諸手当の額を合計したものです。

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。

（平成１６年～１８年の３ケ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているもの

ではありません。

（２）職種ごとの年齢別職員数
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（３）その他給与に関する事項

①給料表

すべての技能労務職員に国の行政職給料表（二）を適用しています。

②各種手当

一般職員と同等です。特殊勤務手当については現在、技能労務職員のみを支給対象とした種別はありません。

③昇給基準

毎年４月１日に前１年間の勤務成績に応じて、４号給（５５歳を超える場合は２号給）を標準としています。

２　基本的な考え方

職員の定員管理は、蟹江町行政改革集中プラン及び第２次蟹江町定員適正化計画に基づき、職員の定員管理の適正化を

図っている現状であり、技能労務職員についても平成１４年度より退職者不補充とし、現在、新規の採用は行っておりま

せん。

今後も引き続き、技能労務職員の職務性や職務内容を考慮しながら、職員の適正配置に努めるとともに、さらなる定員

管理の適正化に向けた取組を推進していきます。
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技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取組方針

平成２０年３月策定
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３　具体的な取組内容

給料表については、現在、国に準拠した取扱いとなっており、見直しは考えておりません。ただし、国の給料表が改定と

なった場合は、同様の見直しを行います。

また、昇給の基準について、技能労務職員だけでなく、全職種を対象とした人事考課制度の導入を近隣市町村の動向を

踏まえて、引き続き、検討していきます。

４　その他

技能労務職員については、年齢の高齢化（平均年齢５１．３歳）とともに、平成１４年度から実施している退職者不補充

のため、定年退職等により年々職員数が減少している傾向にあります。５年後の平成２４年度には、現在の３分の１の技能

労務職員が退職する見込みです。このような年度ごとの退職者数を注視しながら、技能労務職員の職務性等を考慮して、

業務の見直しや統廃合を検討していきます。
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